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第 5 章ではガリウム (m)に対して優れた抽出能を有することを見いだしたトリス (2 ， 6 ージメトキシ
フェニル)ホスフィンを用いる金属イオンの選択的抽出について，さらに，これとアルキルブロマイド
またはジブロモアルカン類との反応から得た第 4 級ホスホニウム塩を用いる金属イオンの抽出について
検討した結果， トリス (2 ， 6- ジメトキシフェニル)ホスフィンは塩酸溶液中で一価の負電荷を有す
るクロロ錯イオンを生成するお (m)， Au(m)ならびに Ga(m)を定量的に抽出するが，二価の負電荷を有す





















(4) 一連のメトキシ置換トリアリルホスフィンを合成し，これらが高い pKa 値を有することを見い出
し， pKa 値とこれらのホスフィンを抽出剤とするガリウム佃)イオンの抽出率との聞によい相関のあ
ることを見いだしている。
(5) メトキシ置換トリアリルホスフィンおよびその第 4 級ホスホニウム塩を用いる溶媒抽出法による貴
金属イオンおよび選移金属イオンの選択的分離法を考案し，貴金属の分離，分析に対する多くの知見
をf尋ているO
以上のように本論文は新規な有機試薬を合成し， これらを金属イオンの高感度分析，選択的捕集，分
離試剤として応用することに成功したもので無機工業化学，工業分析化学の発展に寄与するところが大
きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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